
災害廃棄物の出し方(鹿沼市)

もしも災害が起きたら、

ごみはどうすればいい

んだろう？

災害時に大量に発生する

「ごみ」の処理について、

一緒に考えてみましょう。

一般家庭用

近年、大雨や地震が頻発しています。災害が発生して、自宅などに被害を受けた

場合、一度に大量の災害廃棄物が発生します。

災害時のごみの出し方等について、日ごろから考えてみましょう。

３つのポイント

災害後の流れを確認。災害廃棄物は仮置場に運搬しよう。

「災害廃棄物」と「生活ごみ」は別々の場所に出そう。

市からのお知らせを確認しよう。

１

２

３



災害後の流れを確認。

災害廃棄物は仮置場に運搬しよう。

１:地震、水害などの災害の発生 ２:自宅の片付け、ごみの分別

３:仮置場まで運搬４:仮置場でごみの種類ごとに荷下ろし

仮置場木製

家具

金属類

ガラス類

ポイント

1

被災後の自宅の片付けで出た大量の廃棄物は、日常と同じように「可燃ごみ」、

「不燃ごみ」「粗大ごみ」など、分別する必要があります。

分別して出すことで、ごみの撤去が早くなり、処理する期間が短くなります。

令和元年東日本台風時

に市内で発生したごみ

←このごみの中から、機

械や手作業で、金属類な

どを取り除く必要があり、

多くの費用と時間がかか

りました。
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「災害廃棄物」と「生活ごみ」の違いを知って

別々の場所に出そう。

Q：災害廃棄物ってなに？

A:水害や地震のあと、住宅を片付ける際に

出るゴミです。

(例：布団、家具、家電、畳など)

Q：生活ごみってなに？

A:普段、生活をしている際にゴミステー

ションに出すごみです。

(例:「燃やすごみ」「燃やさないごみ」

「資源物」など)

仮置場に持ち込む際にも、きちんと分

別することで、スムーズな処理につな

がり、ごみの撤去が早くなります。

「災害廃棄物」と「生活ごみ」は

別々の場所に出すことで、スムーズ

な処理につながるんだね。

災害時も分別が大切なんだね。

災害時は、腐りやすい生ごみの処理を優

先するため、ビン、缶、ペットボトルな

どの収集を一時的に休止する場合があり

ます。

災害廃棄物は分別して

仮置場に出します。

生活ごみは、災害時も普

段と同じように分別して、

ごみステーションに出し

ます。
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災害発生後は、市からのお知らせを見て、

分別の方法、仮置場の場所を確認しよう。
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し方の例
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水害や地震のあと、数日間のうちに、仮置場の場所や分別の方法などの災害廃棄

物の処理について、市のホームページ等を使って、下記のような内容で皆様にお

知らせします。不明な点は、廃棄物対策課にご連絡をお願いします。

災害に合わせて品目

が変わります


